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人事異動要綱の 
変更点と学習会 
（裏面へ） 

 

2021 年度 

第８号 

都 教 組 北 多 摩 東 支 部 

電 話（０４２）３８４・２９４１１

ＦＡＸ（０４２）３８４・７９０４４ 

kita-higasi@mvc.biglobe.ne.jp 

北多摩東ニュース 

子どもに関わるすべての皆さんへ 

①子どもの心と体への影響にも留意しなが

ら、科学的知見による判断、情報の共有を

大切にしましょう。 

②「子どもの命と安全」「学びと居場所を守

るため」教職員、行政、地域が力をあわせ

ましょう。行政には必要な人と予算をかけ

ることを求めます。 

③子どもたちの学習の保障のために教職員

が専念できるように、研修や通常の業務の

削減を求めます。 

④「タブレット」まかせの対応にならず各学

校の工夫を尊重してください。 

⑤夏休みの延長、学校休業、時差登校、学級

閉鎖などの措置をとった時には、時数確保

などの押しつけをせず、学校の実態に応じ

た柔軟な教育課程を認めることを求めま

す。 

⑥教職員が感染しないための対応、教職員の

子どもや家族に感染者や濃厚接触者が出

た場合に勤務をしないでもよい体制を徹

底することを求めます。 

子どもと学校緊急アンケート 

新たな感染対策、学校の状況、皆さんの「声」 

およせください。 

運動に生かします。 

こちらから⇒ 

 

子どもの感染急増 「災害レベルの状況」の中で 

◆
「
感
染
爆
発
は
、
災
害
時
の
状
況
」「
多
く

の
命
が
救
え
な
く
な
る
よ
う
な
危
機
的
状

況
」（
厚
労
省
コ
ロ
ナ
対
策
専
門
家
会
議
） 

◆
「
制
御
不
能
」「
医
療
体
制
は
深
刻
な
機
能

不
全
に
陥
っ
て
い
る
」
（
東
京
都
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
会
議
） 

専
門
家
が
こ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
ま
す
。

東
京
の
自
宅
療
養
者
２
万
人
以
上
が
続
き
、
死

亡
者
も
出
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
と
異
な
る
の
は
、
子
ど
も
の
感
染

者
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
小
中
学
校
の

子
ど
も
の
感
染
者
の
伸
び
は
、
５
月
に
比
べ
７

月
の
一
ヶ
月
は
２
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。 

文
科
省
は
27
日
臨
時
休
校
の
「
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
を
出
し
ま
し
た
。
背
景
に
は
、
学
校
に

感
染
者
が
出
て
場
合
、
こ
れ
ま
で
保
健
所
の
指

示
で
対
応
を
し
て
い
ま
し
が
、
保
健
所
も
ぎ
り

ぎ
り
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
な
か
で
、
学
校
判

断
で
対
応
す
る
た
め
に
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

だ
し
た
も
の
で
す
。 

こ
れ
ま
で
と
は
違
う
事
態
が
進
む
な
か
で
、

２
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。
危
機
的
な
状
況
で

は
柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
感
染
へ
の

不
安
か
ら
「
登
校
見
合
わ
せ
」
の
家
庭
へ
の
学

習
保
障
の
手
立
て
も
必
要
で
す
。 

子
ど
も
を
守
る
と
い
う
一
致
点
で
教
育
に
関

わ
る
全
て
の
関
係
者
、
団
体
が
共
同
す
る
こ
と

を
求
め
ま
す
。
教
職
員
が
「
声
」
を
あ
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。 

 


